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フ
ラ
ン
ス
の
外
国
人
比
率
は

　
　
　
　
　
　

日
本
の
３
倍
強

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
時
高
ま
る
感

情
を
利
用
し
て
物
事
を
動
か
す
こ
と
が
多

い
。
感
情
は
そ
の
時
々
に
移
り
変
わ
る
も

の
な
の
で
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
理
性
的
で

な
い
と
し
て
軽
蔑
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

日
本
は
今
、
過
去
に
な
い
外
国
人
排
斥
の

動
き
を
高
め
参
政
党
が
票
を
集
め
て
い
る
。

　

最
新
の
統
計
で
は
、
人
口
に
占
め
る
在

留
外
国
人
の
数
は
３
・
21
％
で
過
去
最
高

を
記
録
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
11
％
を
超
え

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
大
し
た
比
率

で
も
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
系
移
民
の
歴
史
は
古
い
。
19
世
紀
か

ら
始
ま
り
、
本
格
的
に
急
増
し
た
の
は

１
９
５
０
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期

で
、
い
ず
れ
も
産
業
の
底
辺
を
支
え
た
。

　

彼
ら
の
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
に
住
み
つ
き
、

今
で
は
ア
ラ
ブ
系
移
民
だ
け
で
11
％
を
超
え

る
と
推
定
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
人
種
や

宗
教
で
人
口
統
計
を
取
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
正
確
な
数
字
は
不
明
だ
が
、

11
％
の
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
た
ア
ラ

ブ
系
移
民
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
系

50
万
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
も
少
な
く
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
移
民
問
題
は
19
世
紀
に
多

か
っ
た
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
移
民
、
そ
こ
に
北
ア
フ
リ
カ
の
マ
グ
レ
ブ

諸
国
か
ら
の
移
民
だ
け
で
な
く
、
レ
バ
ノ
ン

な
ど
中
東
か
ら
の
移
民
も
い
る
。
イ
タ
リ
ア

人
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
・
ス
ペ
イ
ン
人
・
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
な
ど
も
、過
去
に
は
「
犯
罪
」「
暴

力
」「
ス
ト
ラ
イ
キ
」「
治
安
悪
化
」
の
イ
メ
ー

ジ
で
語
ら
れ
た
。

　

彼
ら
は
今
は
ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
い
が
、
新

参
者
が
馴
染
む
に
は
１
０
０
年
は
掛
か
る
と

見
ら
れ
る
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
は
キ
リ

ス
ト
教
を
共
有
し
、
親
和
性
も
あ
っ
た
が
、

ア
ラ
ブ
系
に
は
そ
れ
が
な
い
。
過
去
の
歴
史

も
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
戦
い
は
熾

烈
だ
。
両
者
と
も
一
神
教
で
神
の
約
束
を
信

じ
、
認
識
は
永
遠
に
一
致
し
そ
う
に
な
い
。

　

最
近
の
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
は
麻
薬
密
売

を
め
ぐ
る
ア
ラ
ブ
系
移
民
が
引
き
起
こ
す

暴
力
事
件
で
、
専
門
家
に
よ
る
と
ア
ラ
ブ

系
の
ギ
ャ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
同
士
の
抗
争

は
、
対
立
す
る
仲
間
同
士
の
報
復
合
戦
が

「
予
告
殺
人
」
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
警
察
当
局
は
イ
タ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア

型
の
抗
争
に
突
入
し
た
と
見
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
11
月
に
パ
リ
の
バ

タ
ク
ラ
ン
劇
場
で
戦
後
最
悪
の
テ
ロ
が
起
き

て
10
年
が
経
つ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
は
、
フ
ラ
ン
ス
一
般
国
民
と
ム
ス
リ

ム
を
分
け
る
分
離
主
義
を
打
ち
出
し
、
当
局

は
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら

新
年
に
か
け
て
、
大
規
模
テ
ロ
が
実
行
さ
れ

る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

筆
者
の
ア
ラ
ブ
系
移
民
家
族
へ
の
取
材
で

は
「
わ
れ
わ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
に
同
化
さ
せ
よ

う
な
ん
て
無
理
な
話
だ
」
と
口
を
揃
え
て
言

う
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
「
同
化
政
策

の
推
進
」
の
姿
勢
を
崩
し
て
お
ら
ず
、
移
民

犯
罪
者
の
滞
在
許
可
証
は
く
奪
な
ど
、
移
民

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
い
る
。

　

戦
争
や
紛
争
、
貧
困
な
ど
で
人
々
が
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
国
に
い
ら
れ
な
い
だ
け
で

な
く
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
求
め
、
新
天
地

を
求
め
て
国
を
ま
た
い
で
移
動
す
る
経
済
難

民
も
増
え
て
い
る
。
日
本
で
は
、
直
近
の
参

院
選
で
移
民
排
斥
を
主
張
す
る
参
政
党
が
票

を
伸
ば
し
た
こ
と
を
受
け
、
内
閣
府
内
に
設

け
ら
れ
た
「
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社

会
推
進
室
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

気
に
な
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
問
題

が
社
会
を
不
安
定
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
例

に
と
り
、
日
本
を
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
す
る

な
と
い
う
意
見
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
だ
。
30

年
以
上
、
自
ら
も
フ
ラ
ン
ス
に
住
み
、
国
の

最
重
要
政
治
課
題
で
あ
る
移
民
問
題
と
失
業

問
題
を
取
材
し
て
き
た
立
場
か
ら
、
日
本
が

互いに相手に
　敬意を払う姿勢こそ
　　外国人同化の鍵を握る
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安
易
に
深
い
理
解
な
し
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
例

を
引
用
す
る
こ
と
に
複
雑
な
思
い
が
あ
る
。

　

同
化
し
な
い
分
の
法
律
の
適
応

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
外
国
人
の
同
化
政
策

の
成
功
例
は
世
界
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な

い
。
例
え
ば
、
人
種
の
る
つ
ぼ
と
言
わ
れ
た

米
国
で
も
移
民
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。

多
文
化
共
生
主
義
を
と
る
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
歴
史
が
浅
い
の
で
、
国

が
定
め
た
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、
国
民
と
し
て

認
め
ら
れ
る
が
、
人
種
間
の
対
立
は
起
き
続

け
て
い
る
。

　

ま
し
て
や
米
国
の
よ
う
な
自
由
、平
等
、

公
正
、
正
義
と
い
う
明
確
な
国
家
理
念
か

ら
出
発
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
日
本
の

よ
う
な
、
長
い
歴
史
に
育
ま
れ
た
価
値
観

が
存
在
す
る
国
の
多
文
化
共
生
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。
日
本
人
は
、
在
日
韓
国
人

や
中
国
人
が
何
を
感
じ
て
日
本
で
生
活
し

て
い
る
か
な
ど
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
な

い
。
誰
も
が
客
観
的
に
外
国
に
向
か
っ
て

日
本
を
説
明
で
き
る
国
で
も
な
い
。

　

外
国
人
が
増
え
れ
ば
、
国
が
と
ん
で
も
な

い
こ
と
に
な
る
と
警
告
す
る
人
た
ち
は
、
島

国
の
超
ハ
イ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
文
化
の
自
覚
が

な
い
。
な
お
か
つ
、
外
国
人
比
率
は
、
先
進

国
で
最
も
低
い
部
類
に
属
す
る
日
本
に
急
増

す
る
外
国
人
に
よ
っ
て
、
日
本
が
日
本
で
な

く
な
る
可
能
性
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
日
本

人
の
了
見
の
狭
い
排
他
的
で
、
内
と
外
を
区

別
す
る
風
潮
に
問
題
が
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
国
境
を
越
え
て
存
在
す

る
宗
教
に
基
づ
く
外
国
人
の
共
存
の
日
本
の

動
向
だ
。
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、

日
本
人
信
者
約
43
万
人
に
対
し
て
、
在
留

ら
の
場
合
、
中
央
政
府
の
弾
圧
を
逃
れ
て

日
本
に
住
む
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
日

本
で
住
む
地
域
も
集
中
し
て
お
り
、
生
活

圏
も
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

日
本
の
教
会
内
で
国
籍
、
人
種
、
民
族
を

理
由
と
す
る
対
立
が
表
面
化
し
た
こ
と
は

め
っ
た
に
な
い
一
方
、
日
本
人
は
自
分
の
感

情
や
考
え
を
表
に
出
さ
な
い
こ
と
で
誤
解
を

招
い
た
り
、
埋
め
ら
れ
な
い
溝
が
で
き
る
場

合
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。
無
関
心
だ
っ
た

り
、
結
果
と
し
て
違
和
感
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

感
情
が
生
ま
れ
れ
ば
、
何
か
予
期
せ
ぬ
こ
と

が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
は
約
10
年
前
、
パ
リ
の
南
郊
外
に
あ
る

フ
ラ
ン
ス
で
２
番
目
に
大
き
い
モ
ス
ク
を
訪

れ
、
有
名
な
教
区
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

こ
と
が
あ
る
。
彼
は
私
に
、
世
界
最
大
の
イ

ス
ラ
ム
教
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
た
時

の
印
象
を
話
し
て
く
れ
た
。
彼
は
、
自
分
が

知
る
イ
ス
ラ
ム
教
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス

ラ
ム
教
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
た
と
話
し
た
。

つ
ま
り
、
同
じ
宗
教
で
さ
え
違
い
が
あ
る
、

　

旧
ソ
連
の
社
会
主
義
と
東
ド
イ
ツ
の
社

会
主
義
、
中
国
の
社
会
主
義
、
北
朝
鮮
の

社
会
主
義
は
、
同
じ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

あ
っ
て
も
全
く
違
う
。
国
境
を
超
え
る
は

ず
の
宗
教
や
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
、
文
化

の
壁
を
超
え
る
の
は
容
易
で
な
い
。

　

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
以
上
に
英
国
は
多

民
族
国
家
、
多
文
化
共
存
の
米
国
を
め
ざ

し
て
い
る
が
、
結
局
、
欧
州
大
陸
か
ら
流

れ
込
ん
だ
白
人
移
民
で
さ
え
、
違
和
感
を

覚
え
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
を
離
脱
し

た
。
そ
れ
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
白
人
比
率
は
80

〜
90
％
強
、
有
色
人
種
の
メ
ー
ガ
ン
妃
が

差
別
さ
れ
た
の
も
当
然
だ
。

　

人
種
、
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
外
で
は
、

こ
れ
は
一
神
教
の
価
値
観
と
密
接
に
繋
が
っ

て
い
る
が
、
普
遍
性
を
持
つ
価
値
観
の
ぶ
つ

か
り
合
い
も
あ
る
。
さ
ら
に
西
洋
世
界
で
聞

か
れ
る
の
は
文
明
度
の
問
題
だ
。
例
え
ば
フ

ラ
ン
ス
人
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
の
は
「
文
明

の
度
合
い
が
低
い
の
は
受
け
入
れ
が
た
い
」

と
い
う
批
判
で
、
最
近
で
は
日
本
で
も
隣
国

に
対
し
て
同
じ
言
説
が
聞
か
れ
る
。

　

異
文
化
理
解
の
基
本
は
、
相
手
に
敬
意
を

払
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
例
え
ば
、
法
律
は

破
る
た
め
に
あ
る
と
か
、嘘
は
生
き
る
方
便
、

時
間
を
守
ら
な
い
、
社
会
ル
ー
ル
、
特
に
公

共
心
の
欠
如
は
文
明
が
低
い
証
拠
と
い
う
具

合
だ
。
基
本
的
に
日
本
以
外
の
国
は
多
文
化

社
会
を
す
で
に
抱
え
て
い
る
。
人
口
の
９
割

以
上
が
同
じ
人
種
や
民
族
、
同
じ
言
語
を
話

す
国
は
、
世
界
に
ほ
と
ん
ど
な
い
。

外
国
人
信
者
は
約
50
万
人
と
い

う
数
字
も
あ
る
。
内
訳
で
多
い

の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ペ
ル
ー
だ
そ
う
だ
が
、
神
の
も

と
に
兄
弟
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
も
あ
る
が
、
別
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
る
。

　

修
道
院
で
も
外
国
人
が
増

え
、
神
父
な
ど
聖
職
者
も
増
え

て
い
る
。
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
か


